
室蘭市立天神小学校（室蘭市学力向上事業研究奨励校） 

１．研究主題 

 

「主体的に考え、共に高め合う児童の育成」 

～考えを伝え合い、学びを深める授業を通して～ 

 

 

２．研究主題設定の理由 

 天神小学校の開校に向けた、水元小・高砂小職員からなる準備委員会の話し合いの中で、

統合後の課題の一つとして、自分の考えを表現することに苦手意識のある児童が多くなるの

ではないかという声があがっていた。 

 その根拠の１つ目は、統合前の２校の室蘭市標準学力検査の結果から、考えを表現するこ

とに課題がみられていたことである。また、２つ目は、両校で児童対象に行ったアンケート

結果からも、自分の考えを表現することに苦手意識がある児童が多いという結果が得られて

いたことである。 

 これらの実態に加え、統合しての新たな環境下において、考えを表現することに一層の抵

抗が感じられると予測されることも課題としてあげられた。 

 これらの課題解決のために、互いの考えを認め合える環境をつくり、「考えを伝え合いな

がら学びを深める授業づくり」を構築していくことを土台として、「主体的に考え、共に高

め合うことができる児童」を育成していきたいと考え、本主題を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「考えを伝え合い、学びを深める授業」づくりのためのアプローチ 

▶︎視点 1 意図的に交流の場を設定した授業づくり 

  ○交流形態の工夫 ○交流の場面設定の工夫 ○目的を明確にした交流  

○学習過程のどの段階で交流を行うか  等の視点を授業づくりに活かす 

▶︎視点 2  タイムマネジメントを意識した授業づくり 

  ○導入の短縮化 ○自力解決への手立ての工夫 ○明確な発問や指示  

○ICT機器の活用等の視点を授業づくりに活かし、タイムマネジメントを実行し、生み

出された時間を「考えを伝え合い、学びを深める学習活動」へ 

「考えを伝え合い、学びを深める授業」 

〇自分の考えをもつ場の設定 

〇自分の考えを表現する場の設定 

〇他者と考えを交流する場の設定 

〇他者と考えを比較する場の設定 

〇自分の考えを振り返り再考する場の設定    … 

 

 

 

「考えを伝え合い、学びを深める授業」 

〇自分の考えをもつ場の設定 

〇自分の考えを表現 

「主体的に考え」 

〇意欲をもって課題に取り組む 

〇課題への見通しをもつ 

〇課題の解決に向かう 

〇新たな課題を見つける    … 

 

 

「共に高め合う」 

 〇多様な考えに触れ合い、 

 見方・考え方を広げる 

〇考え方の伝え方を工夫する 

〇自分の考えをふり返る   … 
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３．研究の経過と研究の組織 

（１）研究の経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※開校と同時にスタートした研究であることから、前述の通り、統合前にそれぞれが抱えて

いた児童の実態・課題、よさや持ち味を出し合い、焦点を定めた上で進めてきた。そのた

め、年度途中での方向修正を繰り返しながら研究を推進してきた。 

 

（２）研究の組織 

 コロナ禍でのスタートであったことから、全体での研修が思うようにできず、下の通り、

「メンターチーム研修」をメインとし、組織的な研究になるよう工夫してきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※メンターチームは各教職員の経験年数によって均等に分けて組織する。 

  30年以上→メンター 10年以上→ミドルリーダー 9年以下→メンティー 

  (令和 4年度は学年ブロックによってチームを編成) 

 ※ミニミニ研修は互いに講師となって、実技・理論・ICT等を学ぶ 15 分間の研修 

１年次（令和２年度） 

・研究主題等の設定 

・児童の実態把握 

・具体的取組の模索 

３年次（令和４年度） 

・理論研修 

・実態に即した具体的 

 取組の継続 

・教育実践発表会 

 （公開研究会） 

・児童変容等の検証 

・研究のまとめ 

２年次（令和３年度） 

・理論研修 

・実態に即した具体的取組 

の継続 

・授業実践公開 

・児童の変容等の検証 

・研究の成果と 

    課題、まとめ 

・導入のスリム化 

・児童の発言を取り上げて

の更なる学習の深まり 

・目標の意識 

・ねらいにそって児童に 

 多様な思考を促す 

・書くことの精選 

・視覚的なイメージの 

 工夫 

・対話を意識した授業 

づくり 

・授業の焦点を絞る 

・「まとめ」と「ふり返り」

を位置付ける 

・ペア、グループ学習の活用 

・単元計画を意識した毎時間 

 の授業づくり 

ミニミニ研修 

・タイムマネジメントの 

有効な手立ての蓄積 

・交流についての定義、 

 手立ての構築 

・単元計画を意識した 

授業づくりの実践 

・「ものさし」の提示 

・「ふり返り」名人の活用 

・目指す授業像の提示 

研
修
部 

全
体
研
修 

メンターチーム 

学
級
・
学
年
経
営 

学
年
研
修 

研究推進委員会 
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４．研究の構想 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す子ども像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の教育目標   未来に向かって豊かな心でねばり強く挑戦し探求し続ける子どもの育成

１ 

 

 
求める児童像  ・ねばり強く学ぶ子 

        ・互いを認め思いやりのある子 

        ・未来をつくる子 

 

育成する資質能力 ・良質なインプットとアウトプットによる生きて働く知識と技能 

         ・協働的に学び、明日の自分に生かそうとする力 

         ・未来へと切り込むことができる思考・判断・表現 

研究主題 

主体的に考え、共に高め合う児童の育成 

〜考えを伝え合い、学びを深める授業を通して〜 

考えを伝え合い、学びを深める授業 

[深い学び] 

主体的に考え、共に高め合う児童 

意図的に交流の場を設定した授業づくり 

[主体的な学び]  [対話的な学び] 

① 教材との対話(交流)＝対事   

② 他者との対話(交流)＝対他 

③ 自分との対話(交流)＝対自 

(自己の学びの変容をとらえる自己内対話)  ※ふり返りの位置付け 

 

タイムマネジメント

を意識した 

授業づくり 

※単元計画を 

 意識した 

 授業づくり 

学級・学年・学校全体（全てを支える土壌・基礎的基本的な資質、能力） 

 

 

 

学級・学年・学校全体   

低学年 中学年 高学年 特別支援 

学習したことから自

分なりに考え、考え

たことを表現し合え

る子 

既習事項を使って自

分の考えをもち、伝

え合う活動等を通し

て、多様な考えを比

べ合うことができる

子 

既習事項を基に自己

の考えをもち、多様

な考え方との比較を

通して思考・判断し、

学びを広げ深め合う

ことができる子 

学習したことから自

分なりに考え、児童

集団の中で自分の考

えを表現したり、他

の考えと比べたりで

きる子 
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５．研究の具体 

（１）意図的な交流の場の設定（対話） 

「意図的に交流の場を設定した授業づくり」をすることが 

→「考えを伝え合い、学びを深める授業」につながり、その中で学ぶことによって 

→「主体的に考え、共に高め合う児童」に育っていくのではないかという仮説 

 ※交流＝対話としておさえると、対話には   

①教材との対話(交流)＝対事 ②他者との対話(交流)＝対他 ③自己との対話(交流)＝対自 

この 3つがあると定義する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

※「対話的な学び」を全ての授業で行う必要はない。単元や単位時間の目標に合わせて取り

入れる。 

○「対話的な学び」が行われることで「主体的な学び」へと向か

う姿が生まれてくる 

○教材と「対話」することで知的好奇心が高まる 

○他者との「対話」でのやりとりを通して、自分の考えを補った

り、練り合ったりできる (コミュニケーション能力の育成も) 

○自己との「対話」によって考えを広げ、深めることができる 

 

なぜ授業の中で 

「対話」が 

必要なのか 

どうやって 

他者と 

「対話」するか 

○教師と子どもとの「対話」(ただし、一問一答は対話ではない) 

 ・授業の流れが予測できる 

 ・積極的に対話する児童が限られる 

○子ども同士の対話(ペアや少人数のグループ) 

 ・全員に対話する機会がある ・目的や方向性が曖昧になる 

 ・グループによって差が出る  

・互いを信頼する学級の風土が不可欠 

 ・話し合う内容の吟味が不可欠 

「対話」を 

どう生かすか 

「何のために対話するのか」「対話によってどんな力をつけさせたいか」を明確に!! 

授業づくりは 

(対話的な学び

に関して) 

(対話した結果の発表のみでは対話の意味がない) 

▶︎対話によって出てきたものを再度、一つの「問い」の解決に向け

て吟味あるいは集約させていかなければならない 

            ↓ そのために・・・ 

▶︎課題の解決につながる「ものさし」(発問、投げかけ、指示等)

を用意しておく必要がある 

   

① 本時のねらいをしっかりとおさえた「教材との出会い」を用

意する 

② ふり返り(まとめ)での児童の姿をイメージする 

③ そのためにどのような「対話」(交流)の時間を設定する必要

があるのかを考える 

④ 適切な最後の「ものさし」を設定する 

⑤  まとめとふり返りの手立てを考え、設定する 
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（２）タイムマネジメントと振り返りを意識した授業づくり（単元計画と振り返りの意識化） 

令和３年度までの研究を受け、令和４年度の研究で意識したものは 

 「単元計画を意識した授業づくり」と「ふり返りを位置付ける」の 2つである。 

 

▶︎「単元計画を意識した授業づくり」はタイムマネジメントと意図的に交流を意識した授業づ

くりにつながっていくもの。 

 単元の中のどこで交流するのが効果的か(どんな交流が効果的か) 

  →そのためにどのような計画を立てていくか 

  →交流の時間を作るためにどんな工夫ができるか 

 等を広い視野でとらえる 

 

▶︎「ふり返りを位置付ける」は本時の学習の取組全体を見返して、学習内容と関係づけを図った

り、自己の学びの変容を自覚したりする活動。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

※一単位時間、あるいは単元全体の中で「ふり返り」の時間をきちんと設定するようにし、実

践を通して得た成果と課題を「授業 NOTE」＊１に記録し、蓄積していく。 

○何ができたのか、何がわかったのかをはっきりさせる 

○どういう活動をし、どの方法が有効だったか、有効でなかった

かをはっきりさせる 

○何ができたかという行動や思考だけでなく、主体的であったか、

達成感をもてたか気づかせる  等 

 

何のために 

ふり返りを 

するのか 

どうやって 

「ふり返り」を 

するか 

○ノートやワークシートを使った学習の感想 

○子ども同士の相互評価によるふり返り 

○家庭学習によるふり返り 

○数値化した評価によるふり返り 

○ICT機器によるふり返り  等 

 

 

求めたい姿 

大切なのは「ふり返り」が目的ではないということ。「ふり返り」が次の学びにつながらな

くてはならない。教師も児童のふり返りを次の指導に生かす。 

評価に活かす 

ふり返り 

○自らの学習をふり返って、何がわかったか、何ができるように 

なったかを発見し、次にどんなことを学びたいかを考える姿 

○自分の学習方法をふり返って、次にどうすべきかを考える姿 

○自分の感情をふり返って次の学習につなげようとする姿   

             ▼ 

       主体的に学習に取り組む姿 

ふり返りは・・・・・ 

◎指導に活かす「評価」 

◎記録に残す「評価」 

としての活用も考えられる 
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６．研究の成果と課題 

（１）研究の視点に関わって 

① タイムマネジメントを意識した授業づくり →3年間の継続視点 

 単元を見通した授業計画によって授業の流れがスムーズになり、授業のラスト 5 分間の

確保ができるようになってきた。様々な手立てを活用し、導入を工夫することでタイムマ

ネジメントと本時の課題把握が容易になってきている。 

② 意図的に交流の場を設定した授業づくり  →3年間の継続視点  

 対事、対他、対自の視点から授業の中に様々な交流が盛り込まれてきている。ペア、グ

ループ、全体だけでなく、視点を与えた交流によって学習の展開が進んできている。意図

的な交流のためには、何のための交流か、どのような交流か、交流をどう活かすかを意識

して授業づくりを進めていく必要がある。 

③ 単元計画を意識した授業づくり   →昨年度からの継続視点 

単元を見通した授業づくりによって、タイムマネジメントも改善できることが明らかに

なってきた。特に授業の導入部分で効果が現れてきている。また、学び方、進め方につい

ても単元を通して継続した学習過程とすることで、子どもたちが自ら学べるようになって

いくことが明らかになってきた。 

④ 「ものさし」の提示について   →今年度の重点視点 

最も効果的な「発問」以外にも、様々な手立ての蓄積がみられるようになってきた。交

流をさせるだけではなく、「ものさし」によって自分の考えが変わった、やり方がわかっ

た、新しいことに気づいた、というように自分の考えが深められるような手立てを意識し

ていくことが課題である。 

⑤ ふり返りについて   →昨年度からの継続視点 

「ふり返り名人」＊２の活用等によってふり返りが簡単にできるようになってきている。

また、文章や記号、挙手等を使った効果的な手立てが明らかになり、様々な選択が広がっ

てきている。「自己の学びの変容をとらえ、学びに対する新たな価値や意義を感じ、さら

なる学びへと向かう」ということを意識して「ふり返り」を授業の中に盛り込んでいく必

要がある。そのためにもラスト 5 分間の確保が重要である。 

 

（２）メンター研修の効果 

本校では、職員の経験年数をもとにチームに分けた「メンター研修」を実施し、その機動

力を活かして研究を進めてきた。 

① 職員アンケートの実施 

 

 

  

 

アンケートにより、一人一人が抱えている悩みや学んでみたいことを明らかにすることがで

きた。 

・効果的な学び合いのさせ方 ・音楽や図工等実技教科の指導方法 ・教室環境の工夫 

・給食や清掃のシステム ・教材研究の方法 ・ICT 機器の操作や活用の仕方 

・子どもを主体的に授業に参加させる方法  
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② メンターチーム編成の工夫 

 教職経験年数をもとに、それぞれの世代が均等になるように 4 つに分けて編成し、前期

と後期で入れ替えをする等して、多くの職員と触れ合えるよう工夫した。その結果、悩み

相談や学級経営、子どもとの接し方等、多岐にわたる交流を日常的に行うことができた。 

 

③ チームごとの内容交流 

 研修日には実施する内容についてプリントを配布し、チームごとに何を中心として授業

づくりを進めるのか話し合いを繰り返した。研修終了後は、各チームの活動の内容を「メ

ンター通信」を通して交流した。学年や学級の枠を超えた交流によって、日頃触れ合うこ

との少ない職員同士の意見交換が可能になった。各チームの取組の成果も、通信にまとめ

ることで蓄積ができ、交流につながった。 

 

④ ミニミニ研修の実施 

 教職経験の少ない教師からの「基本的なスキルを身に付けたい」という声にこたえるべ

く、１回につき 15分という短時間で「ミニミニ研修」を実施した。教師がお互いに講師と

なり、学級経営や授業の基本的な技術について学ぶ機会とした。 

 

⑤ メンター研修における、教師としてのスキルアップ 

 希望があればメンターの授業を積極的に公開し、短時間の話し合いの場も設けてフィー

ドバックを行った。その中でメンティーからは、授業についての悩みだけでなく、学級経

営や生徒指導についての悩みも聞くことができた。少人数で行うので、「すぐ」「その場」

でできる研修であり、具体的なアドバイスが機を逃さずにできるよさがある。また、指導

案の練り直しや検討過程の吟味等によって、授業づくりを掘り下げることもできた。今年

度は、ICT の連続講座を実施し、スモールステップでスキルを身に付けることができてい

る。「メンター研修」は本校の研究を支える土台であり、大きな特色といえる。 

 

←     → 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チ
ー
ム
毎
の
研
修
内
容
を
交
流
す
る
た
め
の
「
メ
ン
タ
ー
通
信
」 

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
か
か
る
内
容
に
特
化
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
通
信
の
発
行
に
よ
り
、 

基
本
的
な
ス
キ
ル
と
互
い
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
合
う
。 
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（３）児童の変容 

「２.研究主題設定の理由」の項で述べたように、本校

が開校するための準備段階での懸念は、「自分の考えを表

現することに苦手意識のある児童が多くなるのではない

か」ということと、異なる環境で過ごしていた 2 つの学校

の児童が一つになることにより、「自分の思いや考えを表

現することに一層の抵抗感を感じる子どもたちが出てく

るのではないか」ということであった。 

しかし、開校から 3年目を迎え、コロナ禍により学校の教育活動に様々な制約があるにも

かかわらず、子どもたちは授業中に自信をもって自分の考えを発言し、互いの考えを聞き合

おうとしている。 

 また、様々なアンケート等からも「自分の考えを発表する」ということに抵抗感が無くな

り、自信をもち始めていることが明らかになってきた。令和 3年度の子どもアンケート「友

達の前で自分の意見や考えを言うことができますか」の項目では 81%の児童が肯定的な回答

をしていた。さらに、「友達と話し合うことができますか」の項目では 93％の児童が同様

に回答しており、全国平均を 12 ポイントも上回っていた。 

 令和 4 年度の全国学力・学習状況調査児

童質問紙の「友達との間で話し合う活動を

通して自分の考えを深めたり、広げたりす

ることができていますか」の項目でも全国

平均と同じ 80.3%の児童が肯定的な回答を

している。そして、「学習した内容につい

てわかった点やよくわからなかった点を

見直し、次の学習につなげることができて

いますか」の項目では 86.8%の児童が肯定

的な回答をしており、全国平均の 78.2%を

大きく超えている。これは日頃から「考え

を伝え合い、学びを深める授業」の実践を積み重ねるべく、授業改善に取り組んできた成果

であると考えられる。本校の研究が求める「主体的に考え、共に高め合う児童」の姿に近づ

いてきていることを明らかにしているといってもよいだろう。 

 授業中の児童の姿としては「○○さんの意見を

聞いて思ったけれど…。」等相手の考えを尊重し

ながら自らの考えを深められるようになり、自己

内対話をする様子も見られるようになってきた。

また、その他の教育活動の様々な発表の場面にお

いて、児童会の役員等限られた子以外でも、臆す

ることなく表現できる子が多い。これは日常の授

業の「意図的に設定された交流の場面」において

自分の考えを表現することに慣れ、聞き合える安

心感が身に付いているからと考えられる。 
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＊１【資料１】２つの視点に基づいて授業を振り返った「授業 NOTE」 

天神小学校 2022/授業 NOTE 

授業実施日 学年組 教科 単元 授業者 

12月 2日 1 年 1 組 国語 たぬきの糸車 津田 邦子 

 

段

階 
学習活動 

視点 

① 

視点 

② 
授業の手立て 子どもの姿 

つ

か

む 

◇教材との出会い 

 (対事・対他・対自) 

 
〇 

掲示物による前時

までのふりかえり 

場面ごとの登場人物の心情

をふりかえっていた。 

◇解決のための見通しや 

手立て 

(対事・対他・対自) 

 

〇 

気持ちやようすが

わかるところに線

を引く 

たぬきやおかみさんの様子

が分かるところにすぐに線を

引いていた。 

か

ん

が

え

る 

◇学習課題の確認 

 (対事・対他・対自) 

 

 

 

 本時の場面を板

書で整理する 

板書によって本時の場面の

人物の位置や動きを確認し

ていた。 

◇自分の思いや考えをもつ 

 (対事・対他・対自) 

 

 

 

 ワークシートに人

物のセリフを考え

て書く 

どんなことを話したのか想像

しながら書き込んでいた。 

◆自分の思いや考えを 

表現して交流する 

(対事・対他・対自) 

〇 

 ペアでセリフを演じ

ながら発表する 

セリフとして発表し、お互い

に見合うことで心情を考えて

いた。 

ふ

か

め

る 

◆自分の考えの深まり 

 ※「ものさし」の提示 

(対事・対他・対自) 〇 

 なぜ嬉しかったの

かを全体で話し合

った 

糸車を回せたことの喜びや

おかみさんへの恩返し、更

に自分がしたことを分かって

もらえた喜びにまで考えを深

めていた。 

◇まとめ 

 (対事・対他・対自) 

 

 

 

 読み取ったことを

振り返りながら音

読 

読み取ったことを確認して音

読していた。 

◆学びの振り返り 

 (対事・対他・対自) 

 

 

 

〇 

ワークシートへの

記号の記入と感想

発表 

本時の学習に対しての感想

を交流し、自分と同じ考えの

時には挙手した。 

[対事:教材との対話  対他:他者との対話  対自:自分との対話] 

▶︎視点①意図的に交流の場を設定した授業づくり  ▶︎視点②タイムマネジメントを意識した授業づくり 

 

[授業後記] 

前時までの読み取りを活かしながら物語の終わりの場面を学習した。子どもたちはたぬきが糸車を回せたことの喜

びについて共感することが多かった。今回の授業では、ペアで演じる中で出されたセリフから少しずつ自分の想像で

きなかった心情に気づき、深める体験が出来たように感じる。振り返りでの感想では物語の主題に迫る意見も出され

るようになっており、全体への良い影響を与え始めているので今後につなげていきたい。 
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＊２【資料２】振り返りの際の視点として提示した「ふり返り名人」 

 

 

ふり返り名人 
 

①分かったこと。大切な事。 

②わからないこと。       

③できるようになったこと。 

④学習の感想。 

⑤自分のがんばり。 

⑥前の学習とのつながり。   

⑦友だちの考え。 

⑧生活の中で役立てられそうなこと。 

 

 

【４～６年生用】 
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